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高
知
県
の
東
部
を
流
れ
る
奈な

半は

利り

川が
わ

。澄
ん
だ
流
れ
に
は
、

は
る
か
遠
く
赤
道
付
近
か
ら
う
な
ぎ
の
稚
魚
が
上
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
稚
魚
か
ら
大
切
に
育
て
る
西
岡
養
鰻
を
訪
ね
ま
す
。

奈半利川の地下水で育つ西岡養鰻
のうなぎ。流れに身を任せてのび
のびと泳ぎます。元気がないと逆
方向に泳いだり、食が細くなった
り。小さな変化を見逃さないよう
常に目を配って育てます。



ら
に
こ
の
稚
魚
た
ち
は
、
太
平
洋
の
沖
で

孵
化
し
、
数
千
k
m
を
旅
し
て
奈
半
利
川

に
た
ど
り
着
く
の
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
の

果
て
し
な
い
道
の
り
を
思
う
と
、
私
た
ち

が
口
に
す
る
一
匹
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
な
も

の
か
、
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
私
ら
人
間
は
う
な
ぎ
の
邪
魔
を
せ
ん
と
、

た
だ
環
境
を
整
え
る
だ
け
。
う
な
ぎ
が
本

来
持
っ
ち
ゅ
う
力
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う

に
、
手
を
貸
す
だ
け
な
ん
で
す
」

　

冬
の
新
月
の
晩
。
奈な

半は

利り

川が
わ

の
河
口
に
、

き
ら
き
ら
と
透
き
通
る
う
な
ぎ
の
稚
魚
が

姿
を
見
せ
ま
す
。
こ
れ
が
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
。

体
長
は
ま
だ
５
cm
ほ
ど
で
す
。

「
う
な
ぎ
の
稚
魚
は
、
山
深
い
川
に
し
か

寄
っ
て
こ
ん
。
奈
半
利
川
は
、
四
万
十
ほ

ど
知
ら
れ
て
な
い
け
ん
ど
、
利
き
鮎
会
で

日
本
一
に
も
な
っ
た
川（
※
１
）。
上
流
に
は

手
付
か
ず
の
森
が
残
っ
ち
ゅ
う
き
、
山
の

養
分
が
溶
け
出
し
て
、
水
に
力
が
あ
る
が

で
す
よ
」

　

の
び
や
か
な
川
景
色
が
広
が
る
場
所
で

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
西
岡
養
鰻（
高
知
県

田
野
町
）の
代
表
・
西
岡
丈た

け

豊と
よ

さ
ん（
56
歳
）。

２
０
１
７
年
に
養
鰻
業
を
始
め
る
前
は
、

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
漁
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た

と
い
う
、
う
な
ぎ
の
目
利
き
で
す
。
西
岡

養
鰻
で
は
、
こ
の
川
で
揚
が
っ
た
稚
魚
を

仕
入
れ
、
す
ぐ
隣
の
養
鰻
場
で
育
て
て
い

ま
す
。
養
殖
池
を
満
た
す
水
も
ま
た
、
奈

半
利
川
の
地
下
水
。
銘
木
・
魚や

梁な

瀬せ

杉す
ぎ

を

育
む
馬う

ま

路じ

村む
ら

か
ら
山
を
伝
っ
て
湧
き
出
る
、

豊
か
な
伏
流
水
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
新
月
の
晩
に
シ
ラ
ス
ウ
ナ

ギ
が
獲
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ガ
ラ
ス
の

よ
う
に
透
明
な
稚
魚
は
、
月
明
か
り
の
も

と
で
は
水
鳥
な
ど
の
天
敵
に
見
つ
か
り
や

す
く
、
泳
ぐ
力
も
弱
い
た
め
、
大
潮
に
乗

っ
て
川
へ
運
ば
れ
て
く
る
そ
う
で
す
。
さ

 養鰻歴5年、丈豊さんの長男・
西岡直哉さん（26歳）が朝のエサ
やり。「うなぎは繊細で、ちょっと
した水質の変化でも体調を崩して
しまいます。状態をよく見てあげ
ることが大事」。  1匹200g以上
のものを一瞬で選別。長年の経験
が光ります。

 出荷のために一度うなぎを池
から出す“池上げ”中。大きいうな
ぎを選別して、成長が足りないう
なぎは池に戻します。  魚粉に酒
粕と乳酸菌を混ぜた飼料。つみれ
のような良い香りがしていました。
 飼料への食い付き具合が元気
の目安。調子が悪いときは量を減
らして様子を見てあげます。

※1  2022年高知県友釣連盟主催「第23回清流めぐり利き鮎会SPG」
（鮎の品評会）で奈半利川の鮎がグランプリを受賞

※2  出典：「ウナギをめぐる状況と対策について」／水産庁（令和8年3月）
https://www.jfa.maff.go.jp/j/saibai/attach/pdf/unagi-265.pdf

奈半利川で獲れたシラスウナ
ギ。採捕は許可制で、漁期や
量も厳しく管理されています。

「国産うなぎ」って
どこまで国産？

C O L U
M N

なぎのパッケージには
「国産」「中国産」といった

原産国が表示されていますが、こ
こに書かれているのは「どの国で
最も長く養殖されたか」という情
報だけです。食品表示基準では原
産地の表示義務はありますが、稚
魚の原産地までは示されません。
　実際、2024年のうなぎの国内
供給量のうち、輸入が70％以上を
占め、国内養殖は30％以下。その
国内養殖に使われる稚魚の半分以
上は海外由来で、「純国産」（国内で
獲れた稚魚を国内で育てたうな
ぎ）は、全体の約11％にすぎませ
ん（※2）。西岡養鰻のように、稚魚
から一貫して国内で行う生産者は
ごくわずかなのです。

う



　

西
岡
さ
ん
は
「
う
な
ぎ
の
活
性
が
何
よ

り
大
切
」
と
話
し
ま
す
。
活
性
と
は
、
う

な
ぎ
が
よ
く
動
き
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
育

つ
状
態
の
こ
と
。
そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な

い
の
が
、
池
と
飼
料
で
す
。
養
殖
池
を
覗

く
と
、
水
の
色
は
深
い
茶
色
。

「
こ
れ
が
い
い
池
の
状
態
。
焙
煎
し
た
よ

う
な
香
ば
し
い
に
お
い
が
し
ゆ
う
で
し
ょ

う
。
善
玉
菌
が
働
き
ゆ
う
証
拠
や
き
」

　

養
鰻
業
と
並
行
し
て
な
す
農
家
も
営
む

西
岡
さ
ん
は
、「
池
の
水
作
り
は
、
畑
の

土
作
り
と
同
じ
」
と
言
い
ま
す
。

　

夏
の
終
わ
り
、
出
荷
が
ひ
と
段
落
す
る

と
池
を
空
に
し
、
底
の
泥
を
し
っ
か
り
乾

か
す
。
続
け
て
窓
を
閉
め
切
っ
て
数
日
蒸

し
、
池
を
〝
リ
セ
ッ
ト
〞
し
た
と
こ
ろ
に

地
下
水
を
張
る
。
こ
う
し
て
整
え
た
水
は
、

微
生
物
が
動
き
出
す
に
つ
れ
て
茶
色
味
を

帯
び
、
う
な
ぎ
が
過
ご
し
や
す
い
〝
生
き

た
水
〞
へ
と
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
日
は
朝
６
時
に
エ
サ
や
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
飼
料
を
入
れ
る
と
、
う
な
ぎ

が
勢
い
良
く
寄
っ
て
き
ま
す
。

「
う
な
ぎ
は
し
ゃ
べ
ら
ん
き
、
こ
っ
ち
が

察
し
て
あ
げ
ん
と
。
エ
サ
に
は
『
美
丈

夫
』（
田
野
町
の
地
酒
）の
酒
粕
を
混
ぜ
ゆ
う
。

腸
に
い
い
思
っ
て
試
し
た
ら
、
調
子
が
良

う
な
っ
た
が
よ
」

「
養
殖
」
と
い
う
と
人
工
的
な
飼
育
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
西
岡
さ
ん
の
や
り
方
は

自
然
の
営
み
に
手
を
添
え
る
形
。
稚
魚
は

川
か
ら
揚
が
り
、
水
は
地
下
水
、
投
薬
も

行
わ
な
い
。
う
な
ぎ
の
力
を
引
き
出
す
養

鰻
で
す
。

　

箸
を
入
れ
る
と
ほ
ろ
り
と
崩
れ
、
口
に

運
べ
ば
ふ
っ
く
ら
、
皮
は
パ
リ
ッ
と
香
ば

し
い
限
り
。
骨
も
臭
み
も
感
じ
ら
れ
ず
、

素
直
な
う
ま
み
が
広
が
り
ま
す
。

　

西
岡
養
鰻
で
は
、
毎
年
土
用
の
丑
の
日

に
、
田
野
橋
の
横
に
立
つ
屋
台
で
う
な
ぎ

の
販
売
を
行
い
ま
す
が
、
評
判
を
聞
き
つ

け
た
人
た
ち
で
、
長
蛇
の
列
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
高
知
市
内
の
百
貨
店
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
白
焼
き
を
白
ワ
イ
ン

で
い
た
だ
く
ス
タ
イ
ル
が
人
気
を
呼
び
、

地
元
の
方
々
が
集
い
ま
す
。

「
西
岡
と
い
う
自
分
の
名
前
で
売
る
か
ら

に
は
、
嘘
は
つ
け
ん
。
一
匹
で
も
納
得
い

か
ん
か
っ
た
ら
出
さ
ん
が
で
す
」。
そ
う

誇
る
お
い
し
さ
の
理
由
の
一
つ
は
、
う
な

ぎ
の
〝
若
さ
〞。
う
な
ぎ
は
一
般
に
２
年

か
け
て
育
て
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

西
岡
養
鰻
で
は
約
１
年
。
水
温
を
高
め
に

保
ち
、活
性
を
上
げ
る
こ
と
で
、骨
も
皮
も

や
わ
ら
か
い
ま
ま
出
荷
を
迎
え
ま
す
。
焼

き
台
に
の
せ
る
と
、
若
い
う
な
ぎ
特
有
の

軽
い
脂
が
じ
ゅ
っ
と
上
が
る
と
い
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
〝
メ
ス
〞
だ
と
い
う
こ
と
。

う
な
ぎ
の
性
別
は
、
生
後
２
〜
３
カ
月
ご

ろ
の
環
境
で
決
ま
り
ま
す
が
、
一
般
の
養

殖
場
で
は
９
割
以
上
が
オ
ス
に
。
メ
ス
は

オ
ス
よ
り
も
大
き
く
成
長
し
、
脂
が
の
っ

て
皮
が
や
わ
ら
か
い
の
が
特
徴
で
す
。
西

岡
養
鰻
で
は
、
大
豆
由
来
成
分
を
与
え
る

こ
と
で
メ
ス
に
育
て
る
養
殖
技
術
を
取
り

入
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
多
く
が
メ
ス

に
な
る
そ
う
で
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
絶

滅
危
惧
I
B
類（
E
N
）に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
絶
滅
の
危
険
度
を
表
す
ラ
ン
ク
の

中
で
は
、
上
か
ら
３
番
目
に
深
刻
な
ス
テ

ー
ジ
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
事
実
を
思
う

と
、
食
べ
る
の
を
躊
躇
す
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
こ

で
育
っ
た
か
、
分
か
る
う
な
ぎ
を
選
ぶ
こ

と
が
、
持
続
可
能
な
養
殖
に
取
り
組
む
生

産
者
を
支
援
し
、
未
来
の
う
な
ぎ
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

西
岡
養
鰻
で
は
、
売
り
上
げ
の
一
部
を

『
緑
の
募
金
』
に
寄
付
。
弊
社
で
も
う
な

ぎ
の
資
源
保
護
・
回
復
を
目
的
と
し
た

『
さ
さ
エ
ー
ル
う
な
ぎ
』
の
活
動
に
売
り

上
げ
の
一
部
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
う
な
ぎ
は
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
感
じ
て
奈

半
利
川
に
来
て
く
れ
る
。
山
の
緑
を
守
る

こ
と
が
海
を
、
魚
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
ち
ゅ
う
。
山
に
恩
返
し
せ
ん
と
」
と
西

岡
さ
ん
。
山
と
川
と
海
が
つ
な
が
る
よ
う

に
、
西
岡
養
鰻
の
う
な
ぎ
作
り
も
ま
た
、

ひ
と
つ
の
循
環
を
生
ん
で
い
ま
す
。

 実家が鮮魚店という丈豊さん。
「うなぎに悟られないように」手際
良く捌きます。  蒲焼きをうな丼
に。肉厚でふっくら。  焼くそば
から脂の甘い香りが広がります。
製造工程は丈豊さんの弟で料理人
の賢次さん直伝。間に蒸す工程を
挟む関東風に近い作り方です。  
西岡養鰻の皆さん。中央が丈豊さ
ん。

奈半利川の河口。奥に見えるのが土佐くろしお鉄道の鉄橋で、西岡養鰻はこの袂にあります。奈半利川の地下から地下水をくみ上げています。豊富な水が養鰻には不可欠。

ハウスの中に設えた養殖池は全12カ所4,980㎡。中はぽかぽかとやさしい暖かさです。池の水が茶色なのは、栄養豊富な証拠。うなぎを育てながら、水も育てるのだそうです。

Photo : Taro Terasawa   Text : Sachiko Aoki   Design : Better Days   

※同時配布の『カタログ大地を守る』と、
お買い物サイト130号をあわせてご覧ください。

西岡養鰻（高知県田野町）
※売り上げのうち50円（1点に付き）は、うなぎの資源保護・回復を
目的とした「ささエールうなぎ」の活動支援に活用されます。

健やかに育ったうなぎの蒲焼き
高知の清流奈半利川の
うなぎ蒲焼き（タレ・山椒付き）

110g、タレ15g　4,879円(税込)
1255 400100

【2人前にも】 
160g、タレ15g　6,197円(税込)

8001256 310

白焼きで上品なうまみを堪能
高知の清流奈半利川の
うなぎ白焼き

110g　4,622円(税込)
1501002 95

小麦・大豆
着日含め60日保証



発行 オイシックス株式会社
 東京都品川区大崎1-11-2  ゲートシティ大崎イーストタワー5階
 TEL 050-5306-8513

お問い合わせ
大地を守る会サポートセンター　TEL●0120-158-183　
受付時間●月～金・午前9：00～午後5：00／土・午前9：00～午後1：00
お問い合わせフォーム●https://takuhai.daichi-m.co.jp/support　
E-mail●support@takuhai.daichi-m.co.jp

注意事項

当社は、大地を守る会のイベント及び大地を守る会が告
知する他団体のイベントにお申し込みいただく際、ご記
入いただく個人情報を、お申し込み内容に関する確認、
参加者への連絡、抽選、抽選結果連絡、お問い合わせに
対する回答、非常時に関する対応、イベントの質向上管
理のために利用させていただきます。なお当社は、イベ
ント等を旅行業者に業務委託する場合があります。この https://takuhai.daichi-m.co.jp/Information/8

場合、個人情報を開示することがあります。業務委託に
あたっては、個人情報の保護に関する契約を締結し、業
務委託先が契約を遵守するよう必要かつ適切な管理及び
監督を行います。上記に同意の上お申し込みください。
個人情報の取扱いに関するその他の条件については、当
社ウェブサイトの個人情報保護方針をご確認ください。

●『NEWS大地を守る』に掲載している
　取り組みは、主に大地を守る会の
　宅配サービスの年会費・利用料で
　運営されています。

NEWS大地を守る
［WEB版］

https://www.daichi-m.co.jp/manabu/

大地を守る会
WEBサイト内
「学ぶ」から

大地を守る会
［イベント情報］

https://www.daichi-m.co.jp/event/

イベントの
お申し込みは
こちらから

定非営利活動法人日本ファイバー
リサイクル連帯協議会（JFSA）では、

年に3回程度古着回収を実施しています。
衣類をタイやパキスタンで販売し、パキ
スタンのスラムの学校の運営費に変える
活動ですが、現在回収が不足しています。
同校では時代に合わせ、新たに「AI技
術」を学べる分校を開設。外で働くのが
難しい現地の女性たちも、リモートワー
クでの自立を目指し、熱心に学んでいま
す。衣替えで眠るお洋服があればぜひお
寄せください。1着からできる国際支援
に、温かいご協力をお願いします。

地を守る会では2015年より、う
なぎの資源保護・回復を目的に寄

付活動を続けています。お寄せいただい
た寄付金は稚魚の放流のほか、うなぎの
エサとなるエビやカニが集まる「石倉カ
ゴ」の設置に使用されています。さらに、
専門的な知見のもと、カゴを引き揚げて
成果を確かめる調査なども実施し、今後
の支援につなげています。日本の豊かな
食文化を次世代へつなぐため、今年もぜ
ひ一緒にうなぎの未来を食べて応援して
ください！

2025年度の活動報告

658,500円

ご協力ありがとうございました

026年3月に受付を終了した「DAFDAF
基金」につきまして、2025年4月以降

にお預かりした寄付金（一口500円の募
金）に利息分を含め、無事に最終送金が
完了いたしました。今回の寄付金は、株
式会社オルター・トレード・ジャパンを通
じてパレスチナ（233,779円）とフィリピン
（145,000円）の支援へ、それぞれ大切に活
用させていただきます。今後は有事の災害
支援など、その都度皆さまへ呼びかけを
行い、迅速な支援につなげてまいります。

おいしいうなぎ屋さんは、皮がカリッ
としているのが高知流。特に白焼きが
ほんとうにおいしいんです。オーブン
トースターでも魚焼きグリルでもいい
んで、焼いていると脂がじゅわっと浮
いてくる。揚げた状態みたいになって、
こんがり焼けたら最高です。うちの白
焼きは、焼き加減を少し手前で止めゆ
うき。家で焼くときに焦げんようにね。
ぜひ、自宅で
カリカリに焼
いて、わさび
醤油か塩で食
べてみてくだ
さい。九州の
甘い醤油もよ
う合いますよ。

特

大

2

あなたの古着が、学びの場に
古着回収 2026.8.31（月）まで

うなぎの未来を守る
「ささエール」

DAFDAF基金の終了と
最終寄付のご報告

皮をカリッカリに
焼くのが高知流。
白焼きがうまいんです！

西岡丈豊さん
西岡養鰻

対象品目や
送付方法など
詳細はこちら！

（左）アル・カイール工科
専門学校で働く卒業生たち。
（右）将来の可能性を広げるために
デジタル技術を習得する女性たち。

福岡市内の
須恵川で行われた、
石倉カゴの
モニタリング調査と
稚魚放流の様子。

2006年の設立以来、
長年の温かいご支援、本当に
ありがとうございました！

※2026年8月31日（月）まで
※段ボール箱は使用せず、
　紙袋やビニール袋等に梱包して
　お送りください。

こん
がり
焼くと

脂も
美味
！

　　　　　　　　西岡養鰻では日曜日はエサやりもお休みだそうです。うなぎも、ときには胃腸を休める時間が必要
だという話に、生き物のリズムはどこか共通しているのだなと感じました。休み明けのうなぎは、またよく動き、よく食べ
るのだとか。私たち人間も、ふと立ち止まる日があるからこそ前に進めるのかもしれませんね。（編集部・青木）

※2025年4月1日～2026年3月31日
※Oisix、らでぃっしゅぼーや、
　大地を守る会ブランドでの合計金額

ささエール うなぎ募金
食べずに支える

1口  50円（税込）
※うなぎ商品の購入ではなく、
　「ささエールうなぎ募金」への募金のみです。
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